


最近の情勢と活動報告

「凍結」の名のもとで税金投入が続く徳山ダム導水路事業

有識者会議の発足

徳山ダム導水路（木曽川水系連絡導水路）事業は、
昨年の新政権発足のもと「凍結」が決定しました。

国土交通省は徳山ダム導水路事業など全国で8
9のダム事業を再検証するとして「今後の治水対

策の在り方に関する有識者会議」を設置し、今夏
に中間とりまとめを行い来年夏に提言を出すと
しています。しかし新年度予算では「凍結」「検

討」「新たな段階には入らない」という名の下で
新政権は徳山ダム導水路事業に対し5億円の環
境調査費を計上しました。

徳f」＿げム導水路事業は市民にまともな説明も
されずに進められており、多くの市民が事業目的

そのものに疑問を持っています。事業を進めるこ

とを前提にした環境調査費の計上は認められる

ものではありません。速やかに一一一切の事業費の投

入を中止し事業の再検討を行うべきです。それが

本来の事業の凍結です。

国交大臣の下に設置された「今後の治水対策の

あり方を検討する有識者会議」では導水路事業の

最大目的である「環境改善のための補給（流水の
正常な機能の維持）」についての再検討がなされ

る予定はありません。また、同会議の委員の選び

方や会議の非公開はマスコミからも厳しい批判
が寄せられています。政権スタート時とうって変

わった前原国交大臣の姿勢に無駄なダム建設に

反対してきた国民はいま大きな不安を感じてい
ます。

名古屋市導水路負担金支払う
ちょうど1年前「徳山ダム導水路事業からの撤

退」を表明し事業の負担金を拒否してきた河村名

古屋市長も今年1月「建設費ではない」ことを理
由に事業負担金を支払うことを決定するととも

に、新年度の事業負担金も支払う予定で国の流れ

に乗ろうとしています。「凍結」の名の下でムダ

にムダを重ねる事業にずるずると税金が投入さ

れ続ける最悪の構図が作られようとしています。

長良川市民学習会は、「導水路事業の即時中止」
を前原大臣に訴えるために、愛知県に対し「徳山
ダム導水路事業への公金支出差し止め」を求める

裁判でたたかう「導水路はいらない！愛知の会」
と共同で3月9日国交省中部地方整備局に要請

行動を行いました。当日は雨でしたが整備局前で

＜最近の動き－2009年5月～2010年4月＞

2009・5月　名古屋市長、導水路から撤退表明

7月　愛知県に対する「公金支払い差し止め住民訴訟」

第1回裁判
9月　民主党・前原大臣全国のダム見直し発表

10月　第8回市民学習会で今本博健先生講演

12月　市民による「豊かな海づくり大会」呼びかけ

国交省「有識者会議」を設置
2010・1月　市民による「豊かな海づくり大会」実行委員会発足

名古屋市2009年度分導水路負担金支払いを決定

2月　岐阜市長候補へ公開アンケート実施

プレイベント長良川下流域で「稚アユ調査」実施

3月　国土交通省中部地方整備局へ大臣宛要請書提出

4月　プレイベント「長良川河口堰でヘドロを見る会」実施

軍民によ患　梁かな毎づくり決、会　務鳩礫内容後塵諦　め烏廃濱
数1線甑車賂捌町、じ蹄う巧くゾ鳶骨
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の宣伝行動には、岐阜・愛知の仲間約20名が駆けつけ市民に訴えました。長良川市民学習会はこれ

にあわせて前原大臣宛の「長良川河口堰のゲートの試験開放を求める要請書」を手渡しました。

高まる「長良jllを守れ！」の世論

岐阜市長選挙候補者アンケート

去る2月7日の岐阜市長選挙で導水路事業や長良川河口堰のゲート開放について市民議論となるよう

長良川市民学習会は三候補者に対し「長良川を守るアンケート」を行い、回答を公開しました。回答
は驚くことに今まで国や県に追随する姿勢を示していた現市長を含めて全てが「導水路の水を長良川
に放流すること」に「許さない」又は「慎重に検討」の回答を寄せました。また、「河口堰のゲートを

開放すること」には「開放すべき」又は「試験的にゲートを上げる」との回答でした。
「長良川に徳山ダムの水はいらない！」「長良川河口堰のゲートを上げよ！」の岐阜市民の根強い世

論を反映したもので私たちを勇気づけました。

市民による「豊かな海づくり大会」の成功めざして

岐阜県は今年6月に「清流がつなぐ未来の海づくり」をテーマに第30回全国豊かな海づくり大会を
長良川を舞台に開催します。官民のあげての取り組みをめざしていますが、川と海のつながりを断ち

切った河口堰の実態には－一貫して目を反らしています。一方これにあわせ新聞各紙は昨年から特集を

連載しています（中日新聞『「アユ」は語る』、岐阜新聞『ぎふ海流』、読売新聞『長良川』等々）が河
口堰や水源の山の実態など現場に密着した興味深い記事となっています。長良川市民学習会に参加さ

れた研究者や市民団体も多数登場され内容を盛り上げています。

長良川市民学習会は河口堰のゲート開放こそ豊かな海づくりにつながることを訴えるために、市民
による「豊かな海づくり大会」を開催することを呼びかけました。呼びかけは当会代表の粕谷志郎と

藤前干潟を守る会代表の辻淳夫さんが昨年12月に行い、現在流域の約10団体で実行委員会を結成
し取り組みを具体化しています。本大会は6月5・6日長良川国際会議場を中心にして開催します（内

容は、朝日新聞意見広告やチラシをご覧ください）。第1日目は源流から海から何が起こっているか討

論し考える企画としました。大会2日目は、川に触れ、川と遊ぶ楽しいイベントの日としました。是

非誘い合ってご参加ください。
これまで実行委員会はプレイベントとして2月

7日寒風が吹く中「稚アユ調査」を河口堰周辺で

2艇の船を出して行いました。また、4月25日

には「長良川河口堰でヘドロを見る会」を3艇の

船に26名の参加で行いました。この企画の発端
は「河口堰川底の実態を河川工学者の立場から確

認したい」という今本博健先生の意向にありまし
た。長良川河口堰上下流とも川底は真っ黒なヘド
ロで覆われていました。すぐ隣の揖斐川から採取

したものは砂のままでその違いがはっきり分かり

ました。河口堰上流側のヨシ原は既に9害摘ミ消滅

しました。この調査中にも浮き上がりながら歯抜

けになって行く群落の無惨な様が見られました。

悲惨な実態を見て先生も驚かれ「これはもっと多くの人に知ってもらわなければ」との声をあげら

れました。同行した多くのマスコミ陣も驚きを隠さない報道をしました。

今年10月には名古屋市において生物の多様性を議論するCOPlOが開催され世界の人々が集まり
ます。しかし、この地域では生物の死が広がる状況があります。海と断ち切られ汽水域を失った長良

川にもし徳山ダムの冷たい水が流されれば取り返しがつかないことになるでしょう。新政権が揺れる

中で予断を許せぬ情勢にありますが、「導水路事業は直ちに中止し、速やかに河口堰のゲートを上げ
よ！」は揺るがぬ多数派の声です。この声を止めることなくもっと広げ国・自治体に届けましょう。
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予算案決定

中部のダム予算
名称　　　府9年度＝0年度 ����総事業費 �完成予定 �⊇事業単 �断 

設楽ダム　　ト愛知 ��19．9芦　27．6 ��2070 �20年度 �ト再検 � 

木曽川水系連指導水路 �岐卓 �18 �弓　　5 �890 �15年度 �ク 

新丸山ダム　i岐阜　22．2 ���9．3 �1800 �16年度 �ク 

横山ダム再開発 �岐阜　　20 ��12．4 �360 �10年度 �継続 

川上ダム　　　弓三重 ��38 �17 �芦1230 �日5年度 �再検証 

三峰川総合開発 �長野 �5．5 �3．6 �1080 �未定 �継続 

足羽川ダム　；福井　13．1 ���7 �960 �20～30年後 �庫検証 

大声川ダム �滋賀 �5 �7．7 �1080 �未定 �ク 

丹生ダム �滋賀 �6．2 �3．6 �1100 �未定 �ク 

利賀ダム �富山 �22．1 �18．7 �1150 �22年度 �ノク 

天竜川ダム再編 �静岡 �9．6　　9．5 ��790 �23年度 �継続 

※単位は億円
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水
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た
だ
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算
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す
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。
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。
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岐
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任
直
後

に
、
木
曽
川
水
系
連
絡
導

水
路
事
業
か
ら
の
撤
退

方
針
を
表
明
し
、
是
非
を

め
ぐ
る
議
論
に
火
を
付
け

た
格
好
の
河
村
た
か
し
名

古
屋
市
長
は
、
「
政
権
が

交
代
し
た
の
だ
か
ら
、
一

度
決
め
た
こ
と
で
も
本

当
に
必
要
な
の
か
、
も
う

一
回
考
え
て
み
る
こ
と

が
大
事
」
と
話
し
、
国
に

よ
る
見
直
し
を
歓
迎
し

た。
た
だ
、
来
年
度
予
算
で

五
億
円
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
「
ち
ょ
っ
と

多
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

調
査
と
い
っ
て
も
既
に
議

論
は
尽
く
さ
れ
て
い
る

の
に
」
と
首
を
か
し
げ

た。



2010．1．22中日新聞

2010．4．20毎日新聞

「相方・発」は毎週火曜日に掲鼓します
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導
水
路
調
査
費

5
0
0
0
万
円
負
担
へ

名
古
屋
市

徳
山
ダ
ム
（
岐
阜
県
揖

斐
川
町
）
の
水
を
木
曽
川

ま
で
流
す
「
木
曽
川
水
系

連
綿
導
水
路
事
業
」
に
つ

い
て
、
名
古
屋
市
は
二
十

一
日
、
本
年
度
の
市
負
担

分
五
千
万
円
を
支
払
う
こ

と
を
決
め
た
。
本
年
度
分

に
建
設
費
が
含
ま
れ
な
い

た
め
で
、
河
村
た
か
し
市

長
も
了
承
し
て
い
る
。

河
村
市
長
は
、
就
任
直

後
の
昨
年
五
月
に
「
水
余

り
」
を
指
摘
し
、
事
業
か

ら
の
撤
退
を
表
明
。
事
業

主
体
の
水
資
源
機
構
に
対

し
、
本
年
度
の
市
負
担
分

一
億
六
千
万
円
の
支
払
い

を
拒
否
し
て
き
た
。

事
業
は
本
年
度
の
着
工

予
定
だ
っ
た
が
、
新
政
権

は
建
設
の
是
非
を
再
検
証

す
る
方
針
。
当
初
十
八
億

円
の
予
定
だ
っ
た
本
年
度

分
の
支
出
も
「
環
境
リ
ポ

ー
ト
」
の
作
成
な
ど
環
境

調
査
費
五
億
円
に
縮
小
す

る
見
通
し
と
な
っ
た
。

国
は
二
〇
一
〇
年
度
予

算
で
も
、
環
境
調
査
費
五

億
円
を
計
上
し
て
い
る

が
、
市
は
、
内
容
を
精
査

し
て
支
払
い
の
是
非
を
判

断
す
る
と
し
て
い
る
。

徳
山
ダ
ム
導
水
路
は
不
要
だ

新
規
利
水
の
メ
ド
立
た
ず

こ
の
6
月
に
「
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
」
が
岐
阜
県
内
で
開

か
れ
る
と
い
う
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
「
清
流
が
　
つ
な
ぐ
未
来
の

海
づ
く
り
」
と
い
う
が
、
「
清
流

汀
岐
阜
」
と
言
う
な
ら
ば
、
県
内

に
あ
る
清
流
の
む
ご
い
現
状
に
つ

い
て
厳
し
く
考
え
て
ほ
し
い
。

身
近
な
例
を
と
れ
ば
、
県
内
を

流
れ
る
揖
斐
川
に
は
、
国
内
最
大

の
貯
水
虫
を
も
つ
徳
山
ダ
ム
が
あ

る
。
0
8
年
5
月
か
ら
本
格
運
用
さ

れ
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
新
規
利
水

の
メ
ド
は
立
っ
て
い
な
い
。

＝
ュ
9
ち
7
年
の
計
画
以
来
へ
．
建

殻
自
的
は
、
発
電
、
利
水
か
ら
治

水
と
、
無
理
に
二
重
二
転
と
こ
じ

つ
け
ら
れ
て
き
た
が
、
ダ
ム
の
規

模
は
変
わ
ら
ず
、
一
つ
の
村
を
沈

め
、
自
然
を
壊
し
続
け
て
5
0
年
。

曲
折
の
歳
月
に
事
業
計
画
を
見
直

す
時
は
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
か
立
ち

止
ま
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

先
ご
ろ
輿
は
、
総
事
業
賓
の
う

ち
県
民
の
実
質
負
担
額
は
9
4
0

億
円
に
上
る
と
発
表
し
た
。
こ
れ

は
こ
般
会
計
、
つ
ま
り
税
金
か
ら

結
局
支
払
わ
れ
て
い
く
。
徳
山
ダ

ム
の
水
は
将
来
に
わ
た
っ
て
売
れ

続
を
望
ん
で
い
る
と
報
じ
ら
れ
て

いる。徳
山
ダ
ム
は
、
発
電
用
に
水
位

を
高
く
す
る
た
め
、
底
水
容
題
＝

死
水
が
巨
大
と
な
っ
て
い
る
。
計

画
さ
れ
た
導
水
路
に
流
さ
れ
る
の

は
底
水
、
つ
ま
り
、
底
に
た
ま
っ

た
酸
素
の
少
な
い
水
、
汚
い
水
、

冷
た
い
水
で
あ
る
㍗
曙
の
汚
れ
た

水
が
、
こ
れ
か
ら
莫
大
な
カ
ネ
を

か
け
て
導
水
路
を
つ
く
っ
て
ま
で

流
さ
れ
る
と
聞
く
の
は
つ
ら
い
。

ダ
ム
の
水
が
厄
介
も
の
扱
い
さ

れ
、
故
郷
の
渓
谷
が
汚
泥
に
埋
ま

り
、
そ
こ
に
た
ま
っ
た
汚
れ
た
水

が
下
流
に
流
さ
れ
る
な
ど
と
聞
く

と
、
心
和
む
思
い
出
が
踏
み
に
じ

ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

確
か
に
、
ぼ
く
ら
旧
村
民
は
補

償
協
約
に
開
印
し
て
村
を
出
た
。

な
ぜ
拒
ま
な
か
っ
た
か
と
問
わ
れ

る
と
、
答
え
に
窮
し
て
し
ま
う
。

過
去
は
残
酷
で
あ
る
。
ぽ
く
ら
は

県
民
の
肩
に
重
荷
と
な
っ
て
の
し

か
か
っ
て
い
く
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
こ
れ
か
ら
徳

山
ダ
ム
の
水
は
総
事
業
費
8
9
0

億
円
（
県
民
負
担
は
約
3
0
億
円
）

を
か
け
て
巨
大
な
導
水
路
を
つ
く

り
、
木
曽
川
、
長
良
川
に
も
流
す

と
い
う
。
今
、
導
水
路
事
業
は
当

面
は
凍
結
さ
れ
、
計
画
を
見
直
す

徳
山
ダ
ム

福
部
摘
開
報
開
貼

ダ
ム
で
、
貯
水
畠
は
国
内
最
大
の

6
億
6
0
0
0
万
㌦
。
建
設
地
の

徳
山
村
（
現
揖
斐
川
町
）
は
8
7
年

簸
村
と
な
り
、
4
6
6
世
帯
約

1
5
0
0
人
が
村
外
へ
移
転
し

た
。
ダ
ム
の
水
は
現
時
点
で
利
水

知
県
と
名
古
屋
市
の
利
水
の
た

め
、
長
良
川
経
由
で
木
曽
川
に
水

を
流
す
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路

の
建
殻
を
計
画
。
同
市
の
河
村
た

か
し
市
長
は
昨
年
5
月
、
導
水
路

事
集
か
ら
の
撤
退
検
討
を
表
明
し

た
。
そ
の
後
、
政
権
が
交
代
し
、

前
原
誠
司
国
土
交
通
相
は
国
直
轄

ダ
ム
の
0
9
年
度
事
業
停
止
を
発

残
り
い
巳
の
金
会
い
虫
は
も
ろ
に
う
だ
も
い
う
が
い
県
当
局
は
事
業
継
…
に
使
わ
れ
て
い
な
い
が
へ
国
は
変
－
轟
ハ
琴
水
路
事
業
も
凍
結
ざ
れ
た
。

そ
の
日
の
暮
ら
し
に
生
清
孝
と
し

て
贅
任
を
と
っ
て
生
き
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
が
、
な
ぜ
村
を
売
っ
て

ま
で
離
村
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、
と
い
う
問
い
か
け
を
脇
に
の

け
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
ぽ

く
ら
に
説
得
力
あ
る
問
題
の
提
言

は
し
に
く
い
が
、
．
あ
え
て
貰
い
た

い
。
徳
山
ダ
ム
導
水
路
の
計
画
は

明
確
に
中
止
の
方
向
で
見
直
し
、

こ
の
連
鎖
を
止
め
て
ほ
し
い
。

ダ
ム
建
投
で
離
村
し
て
か
ら
も

う
彷
牢
と
な
る
。
エ
ン
ド
レ
ス
の

事
業
が
こ
れ
か
ら
も
続
く
よ
う
で

は
、
下
流
都
市
の
安
全
と
発
展
の

た
め
に
と
説
得
さ
れ
て
村
を
沈

め
、
故
郷
を
捨
て
た
心
は
液
や
さ

れ
な
い
。

お
お
ま
き
二
ふ
じ
お
　
1
9
2

8
年
、
岐
阜
県
の
旧
徳
山
村
生
ま

れ
。
教
員
生
活
の
傍
ら
「
徳
山
村

史
」
の
執
筆
に
携
わ
常
8
5
年
、

村
外
へ
移
転
。
苦
雷
に
「
徳
山
ダ

ム
離
村
紀
」
な
ど
。

「
で
き
る
だ
け
ダ
ム
に
た
よ
ら
な
い
治
水
」
へ
の
政
策
転
換
で
、
新
年
度
全

国
の
ダ
ム
事
業
百
三
十
六
の
う
ち
八
十
九
が
再
検
証
さ
れ
る
。
掛
け
声
だ
け
に

終
わ
っ
た
過
去
の
轍
を
踏
ま
ず
、
今
度
こ
そ
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
る
。

八
十
九
の
う
ち
三
十
一
は
園
、
水
資

源
機
構
が
施
工
、
五
十
八
は
国
の
補
助

で
道
府
県
が
行
う
補
助
ダ
ム
だ
。

国
と
機
構
の
事
業
で
は
、
政
権
交
代

前
後
か
ら
論
議
の
的
に
な
っ
た
八
ツ
場

ダ
ム
（
群
馬
県
）
、
設
楽
ダ
ム
（
愛
却

県
）
、
木
曽
川
水
系

骨
髄
宜
　
見
え
る
「
有
識
者
会
議
」
に
　
措

河
川
の
治
水
対
策
に
は
、
川
の
断
面

積
を
大
き
く
す
る
河
道
掘
削
、
堤
防
の

か
さ
上
げ
な
ど
強
化
、
放
水
路
や
速
水

地
整
備
、
水
源
地
域
の
森
林
保
全
の
手

法
も
あ
る
。
最
近
は
ダ
ム
が
土
砂
の
流

れ
を
止
め
、
河
口
付
近
の
海
岸
を
浸
食

さ
せ
た
り
、
異
常
な
局
地
集
中
豪
雨
時

の
放
水
で
下
流
に
危
険
を
招
く
と
心
配

る
は
ず
だ
。
ダ
ム
事
業
は
計
画
か
ら
施

工
ま
で
期
間
が
長
い
だ
け
に
、
財
政
事

情
や
社
会
的
条
件
の
変
化
に
応
じ
、
節

目
で
の
見
直
し
は
当
然
で
あ
る
。

再
検
証
の
仕
組
み
に
疑
問
も
あ
る
。

中
心
は
昨
年
末
、
初
会
合
を
開
い
た

「
今
後
の
沿
水
対
策
の
あ
り
方
に
関
す

る
有
識
者
会
議
」
だ
が
、
九
人
の
委
員

は
ダ
ム
推
進
派
が
目
立
つ
と
批
判
が
強

い
上
、
会
議
は
非
公
開
だ
。
行
政
刷
新

会
議
の
「
事
業
仕
分
け
」
同
様
に
議
論

の
経
過
を
全
面
公
開
し
て
こ
そ
、
検
証

の
公
正
さ
が
納
得
さ
れ

県
）
な
ど
が
含
ま
れ

た
の
は
予
想
通
り
だ
。

補
助
ダ
ム
も
、
前
原
誠
司
国
圭
父
通

相
は
中
身
の
見
直
し
を
知
事
に
要
請
し

た
。
新
年
度
予
算
案
で
は
、
補
助
事
業

へ
の
補
助
も
国
が
優
先
順
位
を
判
断
す

る
と
、
強
い
姿
勢
を
見
せ
た
。

ダ
ム
は
洪
水
調
節
の
治
水
と
発
電
を

含
む
利
水
が
目
的
だ
が
、
水
需
要
の
先

細
り
で
、
既
設
ダ
ム
も
貯
水
奮
起
を
治

水
重
点
に
移
す
動
き
が
目
立
つ
。

さ
れ
て
い
る
。

ダ
ム
の
必
要
性
や
費
用
対
効
果
は
、

国
直
轄
も
補
助
事
業
も
流
域
の
異
体
的

条
件
か
ら
判
断
す
べ
き
は
当
然
だ
。
だ

が
「
見
直
し
」
　
「
再
検
証
」
と
い
う
と

判
で
押
し
た
よ
う
に
反
発
し
た
り
、
計

画
の
正
当
性
を
一
方
的
に
主
張
す
る
自

治
体
の
首
長
ら
が
多
い
。

贅
に
必
要
で
費
岡
対
効
果
も
大
き
い

事
業
な
ら
、
十
分
再
検
証
に
耐
え
ら
れ

．
1
　
1
　
　
有
識
者
会
議
は
今
夏

に
中
間
取
り
ま
と
め
を
公
表
、
そ
れ
を

基
に
各
地
で
個
別
ダ
ム
の
異
体
的
な
検

討
に
か
か
る
。
有
識
者
会
議
が
基
準
を

示
し
、
流
域
の
関
係
者
の
意
見
を
求
め

る
と
予
想
さ
れ
る
。
事
業
者
が
出
さ
な

か
っ
た
デ
ー
タ
を
含
め
資
料
を
す
べ
て

開
示
し
、
行
政
や
特
定
の
立
場
の
学
者

の
み
な
ら
ず
、
隠
れ
て
い
た
住
民
の
芦

も
広
く
聴
き
、
事
業
の
行
方
を
決
め
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。



≡コ　　　柔斤　　　J壱罰　　　　　　　　　2010年（平成22年）1月28日（木曜日）

氏がいずれも反対か慎重な

見解を持っていることが27

日、市民団体「長良川市民

学習会」のアンケ仙トで分

かった。

（竹田佳彦）

2010．1．28中日新聞
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異常渇水時、揖斐川野丁の

徳山ダムの水を長良川や木

曽川に放流する木曽川水系

連絡導水路事業の推進につ
祈lいて、来月7日投開票の岐

－　　Y　　ヽ－ヽ　／l、′J　一　卜一トムノヽI′り一りヽ▼ノ「シー

g忽壷表皐市長選挙に出馬予定の3

2010．1．28毎日新聞

圏
眉
岩
ず
れ
も
反
対
か
慎
重
論

対
象
は
三
期
日
を
目
指

す
現
職
の
細
江
茂
光
氏

（
六
一
）
と
会
社
社
長
浅
野
兵

氏
（
四
一
）
、
元
教
諭
大
西
隆

博
氏
（
四
四
）
の
三
氏
。

長
良
川
へ
の
放
流
に
つ

い
て
「
環
境
改
善
に
役

立
ち
歓
迎
す
る
」
と
答

え
た
人
は
な
く
、
大
西
氏

が
「
悪
化
が
懸
念
さ
れ
、

放
流
は
認
め
な
い
」
。
浅

野
氏
は
「
事
業
見
直
し
を

図
る
べ
き
だ
」
、
細
江
氏

が
「
影
響
を
十
分
に
調

査
・
検
討
し
、
慎
重
に

決
め
て
い
く
べ
き
だ
」
と

回
答
し
、
い
ず
れ
も
反
対

か
慎
重
な
姿
勢
を
示
し

た。
導
水
路
事
業
を
め
ぐ
っ

て
は
、
関
連
予
算
の
凍
結

を
表
明
し
た
名
古
屋
市
の

河
村
た
か
し
市
長
が
二
十

二
日
、
「
事
業
に
反
対
す

る
こ
と
を
条
件
と
し
て

（
河
村
氏
）
」
浅
野
氏
の

決
起
集
会
に
応
援
弁
士
と

し
て
登
壇
。
岐
阜
、
名
古

屋
両
市
の
運
携
を
呼
び
か

け
た
。
浅
野
氏
は
反
対
を

明
言
せ
ず
「
市
民
と
議
論

を
し
て
い
き
た
い
」
と
話

す
に
留
ま
っ
て
い
た
。

河
村
氏
は
反
対
表
明
を

細
江
氏
影
響
を
調
査
し
検
討

浅
野
氏
事
業
の
見
直
し
図
れ

大
西
氏
悪
化
懸
念
、
放
流
だ
め

条
件
に
細
江
氏
陣
営
の
応

援
に
訪
れ
る
計
画
も
あ
っ

た
が
、
細
江
氏
側
が
難
色

を
示
し
実
現
し
な
か
っ

た
。
細
江
氏
は
「
国
の
調

査
や
協
議
を
見
守
り
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

同
事
業
は
総
事
業
費
八

百
九
十
億
円
を
圏
と
愛

知
、
岐
阜
、
三
重
の
三

県
、
名
古
屋
市
が
分
担
す

る
計
画
で
、
民
主
党
政
権

は
ダ
ム
事
業
見
直
し
の
一

環
で
導
水
路
事
業
も
凍
結

し
、
今
夏
以
降
に
建
設
の

是
非
を
再
検
証
す
る
こ
と

を
決
め
て
い
る
。

会
の
武
藤
仁
事
務
局
長

は
「
事
業
主
体
は
水
資
源

機
構
だ
が
、
岐
阜
市
の
土

地
を
通
過
し
て
長
良
川
に

放
流
す
る
た
め
、
実
際
の

影
響
を
受
け
る
」
と
指

摘
。
「
当
選
後
の
新
市
長

の
発
言
を
注
視
し
て
い

く
」
と
話
し
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
長

良
川
河
口
堰
に
つ
い
て
も

質
問
。
浅
野
、
大
西
両
氏

が
ゲ
ー
ト
の
開
放
を
求

め
、
細
江
氏
が
試
験
的
開

放
で
調
査
を
す
る
べ
き
だ

と
回
答
し
て
い
る
。

導
水
路
問
題
で

市
民
団
体
ア
ン
ケ

立
候
補
予
定
者
に

徳
山
ダ
ム
（
揖
斐
川
町
）

の
水
を
長
良
川
を
経
由
し

て
木
曽
川
に
流
す
「
木
曽

川
水
系
連
絡
導
水
路
事

業
」
に
つ
い
て
、
市
民
団

体
の
長
良
川
市
民
学
習
会

は
2
7
日
、
岐
阜
市
長
選
（
3
1

日
告
示
、
2
月
7
日
投
開

票
）
の
立
候
補
予
定
者
に

対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
楕
乗
を
公
表
し
た
。

同
学
習
会
は
「
長
良
川

に
徳
山
ダ
ム
の
水
は
い
ら

な
い
」
と
し
て
、
木
曽
川

水
系
連
絡
導
水
路
事
業
に

反
対
す
る
立
場
か
ら
、
市

長
選
立
候
補
予
定
者
の
う

ち
現
職
、
細
江
茂
光
氏

（
8
1
）
▽
新
人
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
経
営
、
浅

野
棄
民
（
4
1
）
▽
新
人
の
元

市
立
中
学
校
教
諭
、
大
西

隆
博
氏
（
4
4
）
の
3
氏
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と

いう。同
学
習
会
に
よ
る
と
、

導
水
路
事
業
が
実
施
さ
れ

て
長
良
川
へ
放
流
さ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
細
江
氏

は
「
環
境
へ
の
影
撃
な
ど

を
十
分
に
調
査
・
検
討

し
、
慎
重
に
決
め
て
い
く

べ
き
だ
」
と
回
答
。
浅
野

氏
は
「
放
流
し
な
い
方
向

寺
市
民
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

ら
く
り
た
い
。
事
業
の
鳥

肌
直
し
を
図
る
べ
き
だ
」
と

¶
回
答
し
た
。
大
西
氏
は
「
環

…
墳
悪
化
が
懸
念
さ
れ
、
放

流
は
認
め
な
い
」
と
し
た
。

長
良
川
河
口
堰
の
ゲ
ー

ト
を
開
放
す
る
こ
と
の
適

否
に
つ
い
て
は
、
細
江
氏

は
「
試
験
的
ゲ
ー
ト
開
放

を
実
施
し
、
水
利
用
・
囁

害
な
ど
へ
の
影
響
調
査
を

行
っ
て
み
る
べ
き
だ
」
と
り

し
た
。
浅
野
氏
は
「
ゲ
し

ト
の
開
放
の
た
め
に
、
ま

ず
試
験
的
ゲ
ー
ト
開
放
の

実
施
を
」
と
し
た
。
大
西

氏
は
「
長
良
川
の
環
境
改

善
の
た
め
に
ゲ
ー
ト
開
放

を
求
め
る
」
と
回
答
し
た
。

同
会
の
武
藤
仁
事
務
局

長
は
「
長
良
川
は
岐
阜
市

の
象
徴
。
立
候
補
予
定
者

と
市
民
が
川
に
つ
い
て
も

う
一
度
考
え
る
き
っ
か
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

た
。
　
　
【
石
山
絵
歩
】
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河
口
堰
の
環
境
考
え
る

讃
馴
耶
河
床
の
ヘ
ド
ロ
採
取

岐
阜
・
愛
知
両
県
の
市

民
グ
ル
ー
プ
で
構
成
す
る

「
市
民
に
よ
る
『
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
n
一
実
行
委

員
会
」
は
2
5
日
、
三
重
県

桑
名
市
長
島
町
の
長
良
川

河
口
堰
（
ぜ
き
）
上
下
流

で
河
床
環
境
を
調
べ
、
堆

積
（
た
い
せ
き
）
し
て
い

る
ヘ
ド
ロ
を
観
察
し
た
。

実
行
委
員
会
は
市
民
の

目
線
で
河
川
環
境
を
訴
え

て
い
く
た
め
、
岐
阜
大
学

地
域
科
学
部
の
粕
谷
志
郎

教
授
と
「
藤
前
干
潟
を
守

る
会
」
の
辻
淳
夫
会
長
の

呼
び
掛
け
で
発
足
。
こ
の

日
は
河
口
堰
付
近
の
現
状

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
開

い
た
環
境
観
察
会
で
、
元

淀
川
水
系
流
域
重
点
会
委

員
長
の
今
本
博
健
京
都
大

学
名
誉
教
授
（
河
川
工
学
）

ほ
か
、
市
民
ら
約
3
0
人
が

参
加
し
た
。

参
加
者
は
3
隻
の
ボ
ー

ト
に
分
乗
し
、
河
口
堰
の

下
流
と
上
流
、
河
口
堰
横

の
揖
斐
川
の
計
4
地
点
で

河
床
の
堆
較
物
を
採
取
。

揖
斐
川
の
採
取
地
点
で
は

砂
地
に
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の

生
息
が
確
認
さ
れ
た
が
、

長
良
川
の
河
口
堰
上
下
流

の
採
取
地
点
で
は
ヘ
ド
ロ

の
み
で
貝
類
は
確
認
さ
れ

な
か
っ
た
。

粕
谷
教
授
は
「
長
良
川

河
口
堰
が
河
川
環
境
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
」

と
語
り
、
「
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
を
実
り
あ

る
大
会
に
す
る
た
め
に

も
、
長
良
川
の
現
状
に
目

を
向
け
て
」
と
参
加
者
に

呼
び
掛
け
た
。

ま
た
、
今
本
名
誉
教
授

は
「
河
川
工
学
者
は
治
水

や
利
水
だ
け
で
な
く
、
も

っ
と
環
境
に
目
を
向
け
る

べ
き
。
水
資
源
機
構
は
市

民
団
体
と
の
環
境
調
査
や

対
話
に
積
極
的
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

（
瀬
見
井
芳
信
）

ヘ
ド
ロ
を
観
察
し

環
境
悪
化
考
え
る

長
良
川
河
口
堰
で
市
民
ら

開
市
な
ど
で
6
月
、
長
良
川

を
主
役
に
、
「
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
」
が
開
催
さ
れ
る

の
を
前
に
、
市
民
団
体
が
2
5
日
、

「
長
良
川
河
口
檻
で
ヘ
ド
ロ
を

見
る
会
」
を
三
重
県
桑
名
市
内

で
行
い
、
環
境
意
化
を
確
認
し

た
。
同
大
会
は
豊
か
な
川
が
豊

か
な
海
の
恩
意
を
も
た
ら
す
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
こ
れ
に

対
し
、
「
市
民
に
よ
る
『
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
』
実
行
委
員

会
」
　
（
岐
阜
市
）
は
、
河
口
堰

の
是
非
に
も
目
を
向
け
る
べ
き

だ
と
し
て
企
画
し
た
。

河
口
堰
は
河
口
か
ら
5
・
4

㌔
の
場
所
に
あ
る
。
参
加
者
は

船
で
4
㌔
地
点
で
、
隣
の
揖
斐

川
と
長
良
川
の
川
底
の
士
を
採

取
。
揖
斐
川
は
砂
地
で
シ
ジ
ミ

が
混
じ
り
、
長
良
川
は
黒
い
ヘ

ド
ロ
状
だ
っ
た
。
呼
び
か
け
人

の
粕
谷
志
郎
岐
畠
大
教
授
は
、

「
ヘ
ド
ロ
状
の
土
は
酸
素
が
な

く
、
死
の
世
界
に
な
っ
て
い
る
。

堰
を
開
放
す
れ
ば
豊
か
な
長
良

川
に
戻
る
」
と
話
し
て
い
た
。

河
口
堰
酸
欠
で
「
死
の
海
」

長
良
川
環
境
団
体
が
ヘ
ド
ロ
調
査

束
準
二
県
の
環
境
団
体

な
ど
で
つ
く
る
「
市
民
に

よ
る
■
一
意
か
な
海
づ
く
り

大
会
だ
実
行
委
員
会
」
は

二
十
五
日
、
三
重
県
桑
名

市
の
長
良
川
河
口
堰
闇
辺

で
「
ヘ
ド
ロ
を
見
る
会
」

を
開
い
た
。
堰
の
上
下
流

の
川
底
か
ら
は
責
っ
黒
で

異
臭
を
放
つ
ヘ
ド
ロ
が
採

取
さ
れ
、
参
加
者
は
船
上

か
ら
ゲ
ー
ト
開
放
を
訴
え

た。
同
実
行
委
は
、
六
月
に

関
市
の
長
良
川
で
開
か
れ

る
「
第
三
十
回
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
」
に
合

わ
せ
て
「
河
口
堰
問
題
を

直
視
し
よ
う
」
と
結
成
。

大
会
の
一
週
間
前
に
独
自

の
海
づ
く
り
大
会
を
開
く

予
定
で
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
ヘ
ド
ロ
を
見
る
会

を
企
画
し
た
。

参
加
者
は
船
に
乗
り
、

長
良
川
の
河
口
堰
の
下
流

二
カ
所
、
上
流
一
カ
所

と
、
河
口
堰
の
な
い
揖
斐

川
河
口
一
カ
所
の
計
四
カ

所
の
川
底
の
泥
を
採
取

し
、
比
較
し
た
。

長
良
川
の
三
カ
所
の
泥

は
い
ず
れ
も
、
含
有
酸
素

塁
を
示
す
「
酸
化
還
元
電

位
」
の
数
値
が
マ
イ
ナ
ス

で
酸
欠
状
態
。
責
っ
黒
で

粘
性
の
高
い
ヘ
ド
ロ
が
ほ

と
ん
ど
だ
っ
た
。
一
方
、

揖
斐
川
の
川
底
は
す
べ
て

砂
で
酸
素
が
豊
富
。
生
き

た
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
も
確
認

さ
れ
た
。

岐
阜
大
の
粕
谷
志
郎
教

授
（
環
境
生
態
学
）
に
よ

る
と
、
堰
上
流
に
は
川
か

ら
流
れ
て
き
た
有
機
物
が

堆
積
。
堰
が
海
水
と
淡
水

を
分
離
し
た
た
め
、
堰
下

流
で
は
ゲ
ー
ト
を
超
え
た

比
重
の
軽
い
淡
水
と
、
重

い
海
水
が
層
を
形
成
。
底

に
新
し
い
酸
素
が
行
き
獲

ら
ず
「
酸
素
が
必
要
な
生

物
が
生
き
ら
れ
な
い
死
の

海
」
に
な
っ
て
い
る
と
い

う。
ま
た
、
堰
で
潮
の
干
満

が
な
く
な
っ
た
た
め
に
激

減
し
た
ヨ
シ
原
も
見
学
。

岐
阜
大
の
山
内
克
典
名
誉

教
授
（
動
物
生
態
学
）
に

よ
る
と
、
一
九
九
五
年
の

堰
運
岡
か
ら
八
年
で
、
河

口
の
ヨ
シ
原
の
九
割
が
消

え
、
水
の
浄
化
作
用
が
失

わ
れ
た
と
い
う
。
今
本
博

健
京
大
名
誉
教
授
（
河
川

工
学
）
は
「
当
時
の
河
川

工
学
が
環
境
へ
の
配
慮
を

欠
い
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
市

民
や
行
政
が
共
有
し
、
ゲ

ー
ト
開
放
の
必
要
性
を
考

え
る
べ
き
だ
」
と
話
し
て

い
る
。
　
（
山
本
哀
嗣
）

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
が
6
月
、
な
ぜ

か
、
海
の
な
い
賢
県
で
開
か
れ
る
。

天
皇
陛
下
も
出
席
し
、
3
千
人
も
参
加
す
る

ら
し
い
用
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
清
流
が
　
つ
な

ぐ
未
来
の
　
海
づ
く
り
」
。
そ
こ
ま
で
う
た
う

の
な
ら
、
岐
阜
県
を
流
れ
る
瀬
野
戯
跡
冊
が

海
に
注
ぐ
場
所
に
あ
る
、
あ
の
河
口
堰
（
三
重

県
整
箭
）
を
何
と
か
で
き
な
い
も
の
か
。

り
墓
の
市
民
ら
で
つ
く
る
、
長
良
川
市
民
学

習
会
が
指
摘
し
て
い
る
。

河
口
堰
は
作
家
の
開
高
健
ら
地
元
外
か
ら
も

反
対
の
声
が
上
が
る
申
、
旧
建
設
省
が
建
設
。

1
9
9
5
年
に
連
用
を
姶
め
た
が
、
水
は
ご
く

姦
し
か
使
っ
て
い
な
い
。
翳
を
防
げ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
ぼ
か
に
方
法
が
な
か

っ
た
か
、
疑
問
が
持
た
れ
て
い
る
。

海
水
と
翳
が
混
じ
る
荒
磯
の
真
ん
中
に

堰
を
築
い
た
た
め
、
豊
か
な
生
態
系
を
傷
つ
け

た
。
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
は
採
れ
な
い
し
、
川
を
さ

か
の
ぼ
る
ア
ユ
の
数
も
変
動
が
激
し
い
。
干
満

の
差
が
な
く
な
り
、
ヨ
シ
原
も
消
え
た
。
え
さ

や
ね
ぐ
ら
の
変
化
は
鳥
に
も
影
響
し
て
い
る
。

そ
こ
で
学
習
会
は
、
ゲ
ー
ト
の
試
験
開
放
を

提
案
す
る
。
朝
日
新
聞
も
か
つ
て
壁
嘗
し
た
こ

と
だ
が
、
ア
ユ
の
遡
上
期
な
ど
に
流
れ
を
復
活

さ
せ
、
塩
水
も
一
部
上
流
に
入
れ
た
ら
ど
う

か
。
上
流
の
都
市
用
水
や
水
田
に
塩
善
が
で
な

い
よ
う
、
賢
し
っ
つ
テ
ス
ト
す
れ
ば
よ
い
。

幸
い
、
ゲ
ー
ト
は
可
動
式
。
水
も
あ
ま
り
使

っ
て
な
い
か
ら
、
決
断
す
れ
ば
す
ぐ
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
建
設
に
何
千

億
円
も
か
け
た
役
所
の
メ
ン
ツ
が
か
ら
む
か
ら

だ
ろ
う
。
ダ
ム
中
止
も
難
し
い
が
、
造
っ
た

後
、
ど
う
す
る
か
も
難
題
だ
。
（
伊
藤
智
章
）



事務局より

長良川河口部の海と川の水が混ざり合う感潮

域・汽水域には広大な美しい葦原が広がってい

ました。しかし河口堰の建設で、その9割が失

われてしまったと報告されています。

4月25日に行ったヘドロ観察会の折、舟か

ら見たわずかに残った葦の芽吹きも弱々しいも

のでした。川底は真っ黒なヘドロでシジミなど

の生き物はいませんでした。にぎやかな鳥のさ

えずりも聞こえず、あんなにいたカニたちも目

にすることができない「沈黙の春」でした。

私たちは6月5日、6日に長良川の上流から

海までの今とこれからを考えるために、「豊か

な川から豊かな海へ一市民による「豊かな海づ

くり大会」を開催いたします。ぜひ、ご参加く

ださい。

今後の予定

6月2日（水）3時30分～

導水路はいらない！愛知の会

「住民訴訟・第5回裁判」

名古屋地裁

6月5日（土）6日（日）

豊かな川から豊かな海へ

市民による「豊かな海づくり大会」

6月12日く土）「住民訴訟」提訴1周年　総会・記

念講演会　桜草会館（名古屋市中区）

発行：長良川市民学習会（「長良J】＝こ徳山ダムの水はいらない」市民学習会実行委員会）

代表：粕谷志郎／岐阜大学教授

事務局：武藤　仁／090－128∠卜1298　〒500－8211岐阜市日野東711－1

http：／／dousui．org／（最新情報や資料などが揃っています。ぜひご覧ください。）

●私たちの運動はみなさんのカンパで成り立っています。賛同してくださる方はぜひカンパをお願いします。

郵便局口座番号：00840－3－158403　口座名称：長良川市民学習会
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